
対応を求める事項について 確認事項
１ 影響範囲の把握について

【全般】
左の論点や下記の確認事項も踏まえ、地下水位の低下に伴い周辺地域にどのような
環境影響が生じ、何処まで広がっているか把握するための影響範囲想定の考え方、
把握の手順などの計画を図など用いてわかりやすく整理して示すこと。

【井戸やため池の減水】
・共同水源、個人井戸、ため池の水位を把握し、把握開始してから現在までのデータ
を影響範囲の時間的・面的変化がわかるように図などを用いて整理して示すこと。

【地表面の変状】
・地表面の変状（地形や自然環境の変化など）を把握するための監視項目を明確にし
示すこと。

【湿地の変状】
・現在モニタリング対象としている湿地（湿地２３）以外の工事予定地周辺に存在する
湿地についても、影響を把握するためのモニタリング計画を示すこと。

・湿地の機能や状態を把握するために水位のみで十分か検討し、水位以外の湿地の
観測データも含めて測定の目的とこれまでの結果、評価を示すこと。

【地元からの意見※】
・釜戸に向かう道路のＳ字の付近も水が枯れている。この地区全体が枯れている。

・朴葉沢の水も神田区の方の田へ水を取っているが水が取れなくなっているといって
いる。

・本陣山から大湫の小学校の所まで、地表水がなくなっている。
・地盤沈下に関する地表面の計測範囲が西側に無いのはなぜか。また、どういった恐
れがあるのか、もう少し詳しく説明いただきたい。

２ 原因究明について
【全般】
・左の論点や下記の確認事項も踏まえ、想定される地下水位低下のメカニズムを図な
ど用いてわかりやすく示した上で、原因を究明するための考え方、考慮すべき要因、
調査・分析の手順などの計画を示すこと。

【総湧水量】
・減水が確認された地域の地下水の賦存量の試算及び総減水量の試算を示すこと。

【地下水の状況（時間的・面的な変化）】
・共同水源、個人井戸、ため池の水位を把握し、把握開始してから現在までのデータ
を影響範囲の時間的・面的変化がわかるように図などを用いて整理して示すこと。［再
掲］

・地下水位低下の傾向を把握するため、横軸を対数でも示すこと。
【井戸と湧水の水質比較】
・井戸水の低下と湧水の関係を考察するためのデータとして井戸と湧水の水質を比較
した結果を示すこと。

【地層や切羽などの状況】
・掘削作業当日の作業開始時、作業終了時、発破毎など、切羽観察簿の作成タイミン
グを明らかにし、JR東海が内容を確認した日付を示すこと。

・切羽観察簿に欠けている日付があることから工事が中断した期間があると思慮する
が、工事の中断の理由や各期間のその間に地質や湧水について検討していたことが
あれば示すこと。

・工事の進捗（切羽の位置）、湧水量、地下水位の低下など複数のデータを重ねるな
ど相関関係が分かる資料を示すこと。

【トンネル掘削時の構造・工法選択や薬液注入タイミングの適否】
・掘削時の湧水増加の際、薬液注入の実施についてどのように検討したのか内容及
び結果を示すこと。

・環境保全計画書において、地下水への影響を低減するために、地質や地下水の状
況を把握したうえで、薬液注入を実施するなどの保全措置が計画されていたにもかか
わらず、地下水位への影響が確認された以降も、地盤が脆弱なため止水対策を実施
せず、安全な箇所まで掘削を継続したとの説明があったが、これは保全計画通りで
あったかJR東海の判断理由などの見解を示すこと。

・掘削の継続を判断した根拠や時期を、切羽観察簿や地元のデータなど用いて示す
こと。

【地元からの意見※】
・どうして湧水が発生した時点で工事を止めて対処することにならなかったのか。過去
にこのようなやり方の事例があったのか。

※参考までにJR東海が開催した地元説明会における意見を掲載

地下水位の低下に伴う周辺地域の
環境影響の広がりについて、実態
把握するための調査が必要であり、
その際、以下に例示する点につい
て適切な影響範囲を想定した上で
行われたい。
・井戸やため池の減水
・地表面や湿地の変状
・水田の水位低下

【各種資料の提供について】

・地下水位データ（時間的・面的な
変化）
・湿地の観測データ

地下水位の低下の原因について、
以下に例示する観点から調査・分
析の上、トンネル湧水以外が要因と
なっている可能性も含め原因を究
明されたい。
・総湧水量
・地下水の状況（時間的・面的な変
化）
・井戸と湧水の水質比較
・地層や切羽などの状況（亀裂の状
況、帯水層や水みち など）
・トンネル掘削時の構造・工法選択
や薬液注入タイミングの適否
【各種資料の提供について】
・減水が確認された地域の地下水
の賦存量の試算及び総減水量の
試算
・地下水位データ（時間的・面的な
変化）
・工事の進捗（切羽の位置）と湧水
量の地下水位の低下の相関関係
が分かる資料
・昨年１２月以降の切羽の観察記録
及び湧水の有無
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対応を求める事項について 確認事項
３ 応急対策について
水位低下により水の確保に支障を
来さないよう、速やかに以下の対策
を行われたい。

【全般】
左の論点や下記の確認事項も踏まえ、地域での水の確保に関する支障をどのよう
に把握しており、それらに対してどのような応急対策が考えられるか、これらの点に
ついてJR東海の考え方を明らかにし、応急対策の具体的計画を示した上で実施に
着手すること。

【生活用水の確保（上水道への切替え）】
・上水道の引き込みを要望していない世帯も含め、これまでに生活用水の確保に支
障が生じた戸数をどのように把握しているかと、それらに対する対応状況を示すこと。

【生活用水の確保（深井戸）】
・深井戸の構造、掘削方法・手順、揚水量、ストレーナーの位置、150m掘る必要性
なども含めて、設計図書などによりわかりやすく説明すること。

・深井戸の掘削や揚水による周辺地下水の水位低下などの影響について予測し示
すこと（概算の際に用いたパラメータをどのように過程したかも合わせて説明するこ
と）。

・掘削に際して、どのように周辺への影響を確認するのか計画し、万一影響が確認
された場合の対応方法についても示すこと。

・掘削時には地下水面の位置やボーリングデータを収集し影響範囲の把握や原因
究明に活用すること。

・深井戸の水質の確保のため想定される支障と、それらに対する具体的な対策を示
すこと。

【生活用水の確保（浅井戸）】
・浅井戸の設置目的及び計画の詳細を示すこと。

・浅井戸の構造、掘削方法・手順、揚水量、ストレーナーの位置なども含めて、設計図
書などによりわかりやすく説明すること。

・浅井戸の掘削や揚水による周辺地下水の水位低下などの影響について予測し示す
こと（概算の際に用いたパラメータをどのように過程したかも合わせて説明すること）。

・掘削に際して、どのように周辺への影響を確認するのか計画し、万一影響が確認さ
れた場合の対応方法についても示すこと。

・浅井戸の水質の確保のため想定される支障と、それらに対する具体的な対策を示
すこと。

【地元からの意見※】
・代替の深井戸を掘ることで、湿地帯等、水が乾くことも心配する。縦井戸だけでなく
横井戸も掘って水を飲んでいる。よく専門家に意見を聞いて進めていただきたいの
で、代替の深井戸の掘削工事も含めてストップしてほしい。

（２）農業用水の確保
農業に支障を来たさないよう、農家
の意向を踏まえ、速やかかつ丁寧
に対応

・農業用水の確保にあっては、把握・想定している支障と、それらに対する具体的な
対策を示すこと。

（３）事業用水の確保
事業活動に支障を来たさないよう、
事業者の意向を踏まえ、速やかか
つ丁寧に対応

・事業用水の確保にあっては、把握・想定している支障と、それらに対する具体的な
対策を示すこと。

※参考までにJR東海が開催した地元説明会における意見を掲載

（１）生活用水の確保
住民生活や地域の防災活動等に
支障を来さないよう、住民の意向を
踏まえ、上水道の引込工事その他
有効な応急措置を実施し、生活用
水の量と質の確保

【各種資料の提供について】
・本事案に係るモニタリングにおい
て異常を把握してから、これまでに
講じた対応とその成果
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対応を求める事項について 確認事項
４ 被害拡大防止について

【全般】
左の論点や下記の確認事項も踏まえ、被害拡大防止として実施する止水対策の工
法選定の根拠、一次薬液注入や二次薬液注入の各段階で期待している効果、各段
階の効果の測定・評価方法、評価を踏まえた対策名など、止水対策の考え方や手
順の全体像を図など用いてわかりやすく示すこと。

【薬液注入】
・切羽の状況とも関連づけて、薬液注入の施工範囲を具体的にどの地点に設定し
ているのか、理由とともに示すこと。

・一次薬液注入は、どのような効果を期待し実施したのか示すこと。
・一次薬液注入の効果をどのように評価しているのか示すこと。
・一次薬液注入による水質汚染が生じる可能性についての考え方と根拠を示すとと
もに、モニタリングの内容、汚染が生じた際に講じた対策の内容を示すこと。

・二次薬液注入（カバーロックと本注入のそれぞれ）は、どのような効果を期待し実
施しているのか示すこと。

・上記の説明にあたり効果があったもの、無かったものを含め、参考となる過去の薬
液注入の事例を示すこと。

・二次薬液注入（カバーロックと本注入のそれぞれ）により水質汚染が生じる可能性
についての考え方と根拠を示すとともに、汚染が生じた際に講じる対策の内容を示
すこと。

・二次薬液注入（カバーロックと本注入のそれぞれ）のモニタリングついて、地点と測
定項目が示されているが、その設定根拠を示すとともに、地点や測定項目が十分
か検討し、頻度等モニタリングの具体的な計画を示すこと。

・薬液注入の効果（湧水量、観測井の水位等）、モニタリング結果については、リア
ルタイムで示すなど分かりやすく住民に説明し、広く公表する方法を示すこと。

【トンネル内の状況】
・トンネル掘削時の湧水箇所、薬液注入実施箇所を示すこと。

・これまでの薬液注入箇所において止水効果が維持されているかの状況を示すこと。

・防水シートの施工箇所を示すこと。
【他事例】
・山梨リニア実験線の減水対策の実績など参考となる他事例を示すこと。

【地元からの意見※】
・薬液注入剤は、飲み水はもちろんのこと、それ以外の環境面への影響はないと思っ
ているが、それでよいか。

・薬液注入については、過去の事例があってこの方法を取ったのか。一次注入だけで
は効果は得られないという見通しだったのか。

・効果が上がる方法を検討していただきたい。
【追加対策】
・効果が認められなかった場合の計画を示すこと。

【他事例】
・他工事の事例において、効果が得られなかった際にどのような追加策が取られた
か示すこと。

【地元からの意見※】
・湧水の問題が解決しなかった場合の対応はどうなのか。

※参考までにJR東海が開催した地元説明会における意見を掲載

（２）薬液注入の効果が認められな
かった場合の対応を予め検討され
たい。

（１）止水対策として行う薬液注入に
ついては、「薬液注入工法による建
設工事の施工に関する暫定指針」
（昭和４９年７月 建設省）に基づき、
水質への影響を低減しながら進め
られたい。また、以下について報告
されたい。
・湧水量、地下水位、周辺地下水
の水質を定期的に把握した結果
・薬液注入の有効性を確認した結
果

【各種資料の提供について】
・現時点のトンネル内の状況（湧水
箇所、薬液注入実施箇所、覆工コ
ンクリート施工箇所、防水シート施
工箇所など）
・山梨リニア実験線や他の山岳（鉄
道）トンネル工事に起因する減水事
例の状況と対応
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対応を求める事項について 確認事項
５ モニタリングについて
モニタリングについて、以下に例示
する点を勘案し適切に実施された
い。

【全般】
左の論点や下記の確認事項も踏まえ、大湫町における環境影響を把握したうえで実
施するモニタリング計画を示すこと。

【計画の早急な策定】
・適切な影響範囲を想定した上で、観測井の新設、水田の水位の計測、水収支の把
握、モニタリング地点の追加などの計画を早急に策定し示すこと。

・既に追加した観測井４も含め、モニタリングの場所を選定する際は、水の流れの検討
や、地下水脈の予測をしたうえで実施しているかなどの根拠を示し、選定の基準やモ
ニタリングの目的を明確に説明すること。

【測定結果の公表】
・湧水量、観測井の水位等のモニタリング結果については、リアルタイムで示すなど分
かりやすく住民に説明し、広く公表する方法を示すこと。

【体制整備】
・モニタリングの結果を、JVからJR東海に確実に報告される体制整備に関する考え方
を示すこと。

【異常時の対応】
・想定される異常や、モニタリング結果を異常値と判断する際の基準などの考え方を
示すこと。

・今後異常が確認されたときに、それぞれの異常に対してどのように対応するか具体
的に示すこと。

６ 水環境の保全に向けた検討
【全般】
・左の論点や下記の確認事項も踏まえ、ＪＲ東海としての水資源への影響の程度や回
復の将来予測を踏まえ水環境の保全に向けた中長期的な考え方を示すこと。

【検討状況】
・水文調査や水収支解析の検討進捗状況、今後の手順とスケジュールを示すこと。

※参考までにJR東海が開催した地元説明会における意見を掲載

・適切な影響範囲を想定した上で、
観測井の新設、水田の水位の計
測、水収支の把握、モニタリング地
点の追加などの計画の早急な策定
・現状からの変動を確実に把握でき
る体制の整備
・モニタリングで異常を把握した際
の対応

瑞浪市大湫町地内のトンネル工事
における、水資源への影響の程度
や回復の将来予測のため、調査・
観測データの分析とともに地域の
水環境の状況を把握する水文調査
（地下水や地表水の状況）や水収
支解析について検討し、実施され
たい。
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